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穂北小学校 学校だより

令和２年４月１３日 永田

～心豊かで 知性にすぐれ たくましい体をもった 実践力のある子どもの育成～

ピンチをチャンスにピンチをチャンスに

新年度を迎えました。お子様の進級おめでとうございます。そして本年度も本校の教育

活動にご理解・ご協力をお願い申し上げます。

さて、新型コロナウィルスの感染拡大にともない昨年度いろいろな面でご心配をされた

ことと思います。政府が様々な政策をおこなっているにもかかわらず、状況が落ち着くど

ころか宮崎でも感染が広がっており、今後も心配ですね。生活面でも影響が出てきていま

すので、保護者の皆様にとっても、まだ安心となるわけではないと思います。学校でも十

分な対策を行いつつ教育活動を進めて参りますのでよろしくお願いいたします。

本校の目指す児童像の１つ目は「考える子ども」です。静岡県浜松市に住んでいる山本

賢一朗さんは小学５年生で習った分数が大の苦手でした。周りの友達も苦手で、「もっと

簡単に分かる方法はないか」と考えたのが分数ものさしだったそうです。塾の経営をして

いた父親に相談したところ、「教材として開発できないか」と考えた父親の裕一朗さんは

静岡大学に相談しました。そして准教授だった塩田慎吾さんがアイディアに注目し商品化

につなげました。苦手な

ことから逃げずにずっと

考えていたからこそ生ま

れたアイディアです。ま

さにピンチはチャンスに

つながりました。

本校の子ども達にもき

っといろいろなアイディアを遊びや生活の中で作り出しているはずです。何かの形で紹介

できると良いですね。考え続けることはとても大切です。

そしてピンチをチャンスに変えようという意識をもって毎日を頑張って欲しいと思いま

す。子ども達が頑張れるよう私たち教員もしっかり指導していきます。

転入職員の歓迎の言葉を全校児童を代表して言った６年生

の黒木柚稀さんです。自分で考えたことを作文にし、しっか

りと暗記して、堂々とあいさつできました。途中で途切れた

り言い直したりすることもなく大変りっぱでした。

特に、郷土のために尽力した児玉久右衛門の紹介をしたこ

とが素晴らしいと思いました。さすが本校の６年生です。今

年度も６年生の活躍が期待できます。楽しみです。

考える子ども
協力する子ども
たくましい子ども 
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学校職員紹介

令和２年度の職員を紹介します。

校長…永田和久（再任用） 教頭 植野義也

１ 年 原 田 洋 美 生活 道徳 他 専科少人数 赤 崎 幸一郎 教務主任

２ 年 河 野 慎 一 保健主事 英語推進 江 藤 千 恵 国際理解 他

３ 年 大 串 祐 子 図工 総合 他 養護助教諭 宮 田 裕 美 県立くろしお支援学校

４ 年 髙 須 力 樹 体育主任 主任主事 吉 田 英 穂 江南小より

５ 年 井 川 智 子 算数 家庭科 他 市職事務 米 良 文 子 ９時～１６時

６ 年 甲 斐 正 樹 生徒指導主事 市非常勤 野 村 小由留 月・水・金

ひまわり 中 川 由美子 川南小学校より (ＡＬＴ) リチャード=ホワイト 火・木

なのはな 中 武 稔 特別支援コーディネーター Ｓ Ｓ Ｓ 小 幡 裕 美 週４日程度

※詳しくは５月号で

１年生が穂北小児童の仲間入りをしました。

今年の入学

児童は１９名で

す。名前を呼ば

れた時の返事も

校長からの「お

めでとう」に対

しての「ありが

とうございます」

もしっかり言え

ました。また保護者の皆様のご協力により、早い時間に受付が終わりました。保護者の皆

様、お子様のご入学おめでとうございます。またご協力に感謝申し上げます。

今年も鯉のぼりが元気に泳いでいます。

ＰＴＡ役員の皆様と職員により３月２９日（日）

に鯉のぼりが設置されました。恒例行事ではありま

すが、新入生を迎えるためと全校児童が健やかに成

長することを祈ってます。ありがとうございました。


